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1 は じ め に

岩手県では,消費者に「安くて旨い牛肉」を供給 し,肥

育と繁殖農家には「安定 した所得」を保証するため,「日

本短角種一貫生産推進モデル事業」を実施している。

その「仕組みJは ,いわゆる「産直Jと 同様であり,lE

育農家から消費者に,規格技肉 11夕 当たり1,400円 という

価格で供給されている。

しかし,繁殖農家と肥育農家との間は,従来と同じく市

場を仲介とする素牛流通がほとんどで,両者の「所得の安

定」という当事業のもう■方の趣旨は,活かされていない。

そこで,「技肉価格の安定」を子牛価格に直接的に反映

させるため,評価購買による子牛取引を想定し,繁殖農家

と肥育農家との所得配分を公平に行うには,子牛価格をど

のように設定すれば良いかを検討した。

2 所得配分の尺度

(1)所得実現率

肉用牛の繁殖経営と肥育経営における,生産要素 (土地・

労働 資本)の投入は,繁殖経営が土地・労働一多,資本

一少,肥育経営が土地 労働一少 ,資本一多いといったよ

うに投入構造は異なる。所得を公平に配分しようとする場

合,従来から用いられる 1頭当たり所得 (労働報酬)10α

当たり家族労働報酬などの指標では,生産素の投入構造が

十分に反映されておらず,所得配分の尺度として使用する

には問題が多い。

そこでここでは,所得配分の尺度 所得実現率を次式の

ように定義した。

所有構造が反映し,分子の「所得Jは ,そ れに対応した産

出であるから,投入した自己所有の生産要素の効率を潰1る

ことがBI能となり,両経営の所得配分の尺度として使用で

きるものと考える。

●)子牛価格と枝肉価格との関係

岩手県畜政課「生産費調査 (短角種)Jの数値を基礎に

子牛価格をX円 ,枝肉価格をY円 とした時の,投入要素と

期待報酬,並びに所得 (表 1,表 2)を用いて,繁殖・肥

育両経営の所得実現率を等しくすることを条件 とした関係

式は,次のようになる。

095X‐ 134360-371865(1-Kl)■
115560+20825‐ Kl

0965Y-243530く 260080+1076X)(1-Kl)● 2~X
45680■ 14565・ K2+006026 K2 X

……… (1)

この式は肥育経営の自己資本比率 (K2,)がゼロの時以

外は,Xに ついての二次式となる。

3 所得実現率と子牛価格及び枝肉価格との関係

(1)所得実現率100%の場合

この場今は,先の関係式を用いるまでもなく,繁殖経営

と所得との関係から子牛価格が決定され,こ れによって ,

肥育経営の枝肉価格が決定される。

表 : 子牛価格をX円 とした場合の生産要素の投入
と期待報酬
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表 2 子牛価格をX円 .枝肉価格をY円 とした場合の所得

注  所得配分比 :繁 胸所得/肥育所得

自己資本比率と支払利息利率の各水準ごとに,こ の方法

によって,子鋼価格と枝肉との関係を求めたのが表3である。

自己資本比率,支払利息利率の水準,及びこれらの組合せ

によって若干の変化はあるが,子牛生体単価で1,250円 前後 ,

枝肉単価で1,900円前後と,現状で流通 している水準と比較

して,かなり高くなる。

レ肢 肉価格462,000円 (1,400円 /″ )の場合

この技肉価格は,「■貫生産推進モデル事業Jの基準価格

であるが,所得実現率が100%未満となるので,(1)式 から子

牛価格を求め ,表 3に示した。

所得実現率は,マイナス4%からプラス28%と 厳 しい水準

となる。したがって,こ の枝肉価格水準では,現行の生産技

術・資彬引廠 下で,十分な レ イヾ (純生産)Jを確保する

ことができず,ま た資本投下が借入れ資本等に依存し,その

支払報酬の水準力潟 0ヽ場合は,当然「パイの分け前Jが少な

くなることになる。

子牛の価格は,1頭当たりで17万円から18万円,生体 1″

当たり730～7,0円 と現実に近いが,昭和58年度「秋期家畜

鵬 Jの動 と麟 すると,出本判面で100円 ほど高くなっ

ている。現実には,県内産「短角J枝肉の大半は,当「モデ

ル事業」以外の流通経路によっており,枝肉単価も1300円前

後と安いため,子牛の実勢価格も低迷しているものと推定さ

オヽる。

なお,繁殖経営の所得を肥育経営の所得で除して求めた所

得配分比率は,19～25で ,農家の感覚と一致しており,

この所得配分力去力漑 ね妥当であることを示している。

4  お ゎ  り  に

以上の結果を現実に週電する場合には,①より妥当な諸係

数の設定 ,②子牛・素牛の取引規格と重量別価格水準の設定

カツ要であるし,③子牛市場肺格と掛け離れた場合の対策な

ど,問題力多 い。しかし,基本的な考え方としては,繁殖

肥育両農家の納得力潟 られるものと思う。

また,この 際 実現率」は一種の効率指標であり,繁殖・

肥育経営の規模の問題や経営構造の問題は,一応捨象してい

る。この点については,他の品種や作目等も参考にしながら,

今後翻 したい。
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表 3 所得実現率と枝腐価格からみた子牛価格
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